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　年
を
取
る
に
つ
れ
て
、
残
念
な

が
ら
私
の
読
書
量
が
急
速
に
減
っ

て
き
た
。
様
々
な
事
に
以
前
と
変

わ
ら
ず
興
味
関
心
を
持
ち
続
け
て

は
い
る
が
、
と
に
か
く
集
中
力
が

無
く
な
っ
て
き
て
い
る
。
寝
る
前

に
本
を
読
み
始
め
て
も
、
睡
魔
に

襲
わ
れ
て
、
気
づ
く
と
本
を
開
い

た
ま
ま
朝
を
迎
え
て
い
る
事
が
多

く
な
っ
て
き
た
。
日
頃
か
ら
生
徒

た
ち
に
口
を
酸
っ
ぱ
く
し
て
、
読

書
の
大
切
さ
を
強
調
し
て
い
る
の

で
、
恥
ず
か
し
い
限
り
で
あ
る
。
読
書
は
自
分
が

実
生
活
で
は
体
験
で
き
な
い
生
活
を
疑
似
体
験
で

き
る
の
で
、
大
切
で
あ
る
と
昔
か
ら
信
じ
て
い
た
。

こ
の
年
に
な
り
私
は
自
分
の
人
生
の
数
倍
の
体
験

を
本
を
通
し
て
す
る
事
が
出
来
た
様
な
気
が
す
る
。

だ
か
ら
と
言
っ
て
私
が
賢
く
な
っ
た
と
は
到
底
思

え
な
い
が
、
確
か
に
楽
し
い
人
生
を
送
る
事
が
出

来
て
い
る
と
思
う
。
今
の
若
者
は
本
を
読
む
機
会

が
減
っ
て
き
て
い
る
と
よ
く
耳
に
す
る
が
、
何
と

か
読
書
の
楽
し
み
を
彼
ら
に
教
え
る
事
は
出
来
な

い
で
あ
ろ
う
か
？
私
は
思
案
中
で
あ
る
。

角
田

　猛
夫

　き
ょ
ん
ち
ゃ
ん
の
つ
ぶ
や
き 
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旅
の
思
い
出

　
　
　

　
　
　ヨ
ー
ロ
ッ
パ
②

き
ょ
ん
ち
ゃ
ん

　二
人
の
知
人
の
住
ま
い
が
あ

る
ベ
ル
ギ
ー
の
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
、

ド
イ
ツ
の
デ
ュ
ッ
セ
ル
ド
ル
フ
、

そ
し
て
フ
ラ
ン
ス
の
パ
リ
を

巡
っ
た
旅
の
中
で
今
回
は
ベ
ル

ギ
ー
を
振
り
返
っ
て
み
よ
う
。

　ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
は
緑
が
多
く

石
畳
の
町
並
み
が
美
し
い
。
グ

ラ
ン
パ
レ
ス
に
は
多
く
の
店
が

あ
り
、
レ
ー
ス
を
使
っ
た
キ
ー

ホ
ル
ダ
ー
な
ど
を
お
み
や
げ
と

し
て
買
い
、
食
べ
た
ワ
ッ
フ
ル
、

チ
ョ
コ
レ
ー
ト
が
美
味
し
か
っ

た
。
有
名
な
小
便
小
僧
の
像
は

思
っ
て
い
た
よ
り
小
さ
か
っ
た
。

他
に
も
古
都
ブ
ル
ー
ジ
ュ
や
ア

ン
ト
ワ
ー
プ
に
も
足
を
運
ん
だ
。

ア
ン
ト
ワ
ー
プ
は
芸
術
的
な
街

で
、
バ
レ
エ
学
校
も
あ
り
留
学

へ
の
夢
が
膨
ら
ん
だ
。

　今
、「
一
番
好
き
な
人
は
」
と

問
わ
れ
る
と
、「
妻
で
す
」
と
答

え
た
い
が
、や
は
り
、「
孫
」と
言
っ

て
し
ま
う
。
私
に
は
孫
が
三
人
居

る
。
女
の
子
が
二
人
、
男
の
子
が

一
人
だ
。そ
れ
ぞ
れ
個
性
が
あ
り
、

超
大
好
き
だ
。
私
に
と
っ
て
は
ア

イ
ド
ル
だ
。
最
初
に
誕
生
し
た
女

の
子
は
乳
母
車
で
近
所
を
よ
く
散

歩
さ
せ
て
い
た
。
そ
の
娘
も
今
は

二
十
一
才
だ
。
二
、
三
年
前
、
こ

の
孫
に
彼
が
い
た
事
を
知
っ
た
。

そ
の
時
は
シ
ョ
ッ
ク
だ
っ
た
。
な

ぜ
か
嫉
妬
し
て
い
た
。
彼
が
ど
ん

な
男
か
知
り
た
く
も
無
か
っ
た
。

こ
ん
な
胸
の
内
も
知
ら
ず
、
あ
る

日
、孫
娘
は
電
話
を
か
け
て
き
た
。

「
友
達
と
一
緒
に
遊
び
に
行
く
け

ど…
…
…

」
と
連
絡
が
あ
っ
た
。

孫
の
言
動
に
は
反
対
し
た
こ
と
は

無
く
、「
い
い
よ
」と
軽
く
答
え
た
。

そ
の
日
が
や
っ
て
来
た
。
彼
を
採

点
す
る
こ
と
に
し
た
。

　車
の
音
が
聞
こ
え
た
。
緊
張
す

る
と
、
間
も
な
く
玄
関
に
二
人
の

姿
が
あ
っ
た
。
頭
を
下
げ
る
彼
は

恰
好
が
良
く
、
ス
ポ
ー
ツ
マ
ン
タ

イ
プ
だ
。
第
一
印
象
合
格
。
家
に

入
り
、
お
茶
を
飲
み
な
が
ら
、
会

話
を
し
た
。
内
容
は
し
っ
か
り
し

て
お
り
、
大
人
の
気
配
が
す
る
。

視
線
も
優
し
い
。
食
事
は
全
然
残

さ
ず
に
完
食
。
私
は
孫
娘
が
良
い

男
と
出
会
っ
た
運
命
に
幸
せ
を

貰
っ
て
い
た
。
帰
る
際
、「
又
、

遊
び
に
来
な
さ
い
」
孫
に
は
指
で

Ｏ
Ｋ
サ
イ
ン
を
出
し
て
い
た
。

望
月

　
　勝

孫
の
恋
人

孫
の
恋
人

気
に
な
る
こ
と
8

田貫湖ふれあい自然塾

◆いつでもできるプログラムのご案内
    （開館から15：30まで受け付け）
    探偵になって謎を解いたり、
　オリジナルの作品が作れちゃいます。

主催プログラムのご案内

①たぬき湖なぞとき探偵事務所

②オリジナルマイバック作り

③木のペンダント作り

④ブンブンごま作り

随
時

実
施
中
！

TEL（0544）54-5410
詳細・ご予約はTELにてお問合せ下さい。

これらのプログラムはホームページ上でも見ることができます。
http://www.tanuki-ko.gr.jp/tanukiko/special

山本祐也

静岡県立
朝霧野外活動センター

電　話　0544-52-0321　　　
メール　asagiri@camping.or.jp
※詳細はHPより　
http://asagiri.camping.or.jp/

①プラネタリウム一般開放　
　　　～家族で星を見よう～ 
１部　「季節の星座大しゅうごう」　やぎ
座やみずがめ座など秋星座を紹介します。
２部　「季節の星座たんけん」　12月14
日の「ふたご座流星群」に向けて、流星群の
仕組みや観察の仕方などを紹介します。
日 時 13日（日）、20日（日）
　　1部　　受付　13：00～
　　2部　　受付　15：00～

②スケート一般開放
　ウィンタースポーツ「フィギュアスケート」
を家族や仲間と一緒に楽しみませんか？
11月からセンターのアイススケート場が
オープンします。
詳細はセンターHPをご確認ください。申込
はすべてWEBからです。

た
ん
ぽ
ぽ
だ
よ
りパー
ト
⑪

三
井
家
四
女
の
綾
乃
で
す
。

.
.
.
.
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花　　屋の店先に早くもシクラメンが並び、山々が秋の装いを始めました。秋深しの11月、お元気でお過ごし下さい。



（2）令和４年11月５日

11月のピックアップ

花 暦 シリ ーズ510

　今回紹介する植物は秋の山野草の中で人気
が高いリンドウの仲間で、日本各地の山野に自
生しています。ササバリンドウはリンドウ科リ
ンドウ属の多年草で、日本の本州、四国、九州
に自生しています。草丈は30～ 50cmくらいで
直立し、名前の由来でもある笹の葉のような細
い葉を付けます。茎の先端に鐘形の青紫色の花
を付けます。花期は10月から11月頃、リンド
ウが咲くころになると秋も深まったという感じ
がします。学名は古代ローマ時代にバルカン半
島にあったイリュアナ国の国王だったゲンティ
ウスに因んだもので、この国王がこの植物に健

胃の薬効があること
を発見したからと言
われています。和名
はリンドウの漢名で
ある竜胆の音読みで、中国から伝わってきた時
には、リュウタンと呼び、その後リンドウになっ
たと言われています。漢名の由来はこの根が健
胃剤として漢方薬に使われますが、これがとて
も苦くて竜の肝を飲むがごとくから名付けられ
たと言われています。ササバリンドウは昔から
高貴な家紋として知られており、源氏の家紋の
１つとして用いられております。

富士宮文化会館
23－ 1237

富士ロゼシアター 沼津市民文化センター 静岡市清水文化会館マリナート 静岡グランシップ
（0545）60－ 2500 （055）932－ 6111 （054）353－8885 （054）289－9000

■大ホール
17日㈭　佐渡裕指揮　シエナ・ウインド・
オーケストラ演奏会《ブラスの祭典2022》
開演19：00　入場料（全席指定・税込）
1階席：7,500円　2階席：6,500円　学生：3,000円
■中ホール
20日㈰　が～まるちょば　LIVE2022 
STORIES PLEASE PLEASE MIME
開演17:30　入場料均一：4,500円
（全席指定・税込）
※未就学児入場不可

■大ホール
12日㈯　ジャズナイト
19日㈯　大正琴のつどい
20日㈰　日本舞踊と邦楽と長唄
27日㈰　銭太鼓と新舞踊

■小ホール
12日㈯　マンドリンと合唱
27日㈰　みんなで楽しむリード合奏

■大ホール　
12日㈯　ブラスの祭典in沼津　ヤマハ
吹奏楽団～匠のバンドを沼津で聴こう～
開演15：00　入場料（全席指定・税込）
S席2,500円　A席1,200円　高校生以下1,000円
同時開催　中高生アンサンブル成果発表会
13：00～小ホールにて開催（無料）
《12月の予告》
■大ホール
12月10日㈯　YAMATO String Quartet　日本人ヴァイオ
リニストで人気No.1の石田泰尚ら、実力派揃いの弦楽四重奏
開演14：00　入場料（全席指定・税込）
一般4,000円　高校生以下1,000円　友の会3,600円
※未就学児入場不可

■大ホール
23日㈬㈷
ローマの休日　全編上映ライブコンサート
映画史の燦然と輝き続ける名作に、ロー
マ・イタリア管弦楽団の奏でる演奏が命
を吹き込む。銀幕の妖精オードリー・
ヘップバーンの愛らしい笑顔とともに
輝かしいひとときを…。
開演14：00　全席指定　8,000円　
※未就学児入場不可
チケット好評発売中！　
静岡市清水文化会館マリナート
（窓口または電話）054-353-8885
（9：00～22：00　月休）他

■大ホール・海　6階展示ギャラリー
23日㈬㈷　グランシップ冬のおくり
もの2022　オープンシアターデー
13：00～17：00　入場無料
■6階交流ホール
23日㈬㈷　にっぽんこども劇場～浪曲わんだーらんど～
13：00～／15：00～　おとな1,500円　こども・学生500円
※事前申込制（受付開始：9/25㈰～）
《12月の予告》
■中ホール・大地
12月18日㈰　グランシップ　プレミアム・クリスマス・ジャズ・ライヴ
ブルーノート東京オールスター・ジャズ・オーケストラd i r e c t e d  
b y  エリック・ミヤシロ
17：00～　一般6,000円　こども・学生1,000円

ササバリンドウ（笹葉竜胆） Gentiana scabra var. buergeri

dejavuレストラン デ・ジャヴゥ おすすめ

12月24日㈯ 25 ㈰
２日間
お一人様　
￥6,000（お二人様から）
　1ドリンクつき

残り数席です、ご予約はお早めに！
料理の内容等につきましては、お問い
合わせください。

※写真はイメージです。

レストランデジャヴ
富士宮市小泉1124-1　0544-24-1114

クリスマスディナー

ピアノ独奏　「エチュードop.25-11　木枯らし」
 　　　　　　　　　　　　　ショパン作曲

　速くて細かいパッセージの右手。あたかも厳しい冬
の木枯らしに乱舞する落ち葉のようすを描写している
ような曲。
　秋にしか見られない美しい紅葉から、木枯らしにふ
かれ落ちる葉。今年はどんな木枯らしがふくのかな。    
　　　　　　　　　 　　　 　　　　　　ミルテ

編　集　室
　読者“エス・エスさん”、貴重な体験（ミ
ニ旅行）のエッセイをありがとうございま
した （ザ・おんな）

にしの市と駅前通り商店街の
出張販売サービス「富士宮い
いじゃん」とコラボ。
生鮮食品・惣菜・弁当・スイー
ツ・雑貨・カフェメニュー・衣
類…など、市内外の逸品販売
をお楽しみください。

12 月の予告です

16日（水）10：00～12：00

12月8日（木）
『にしの市＆
　　富士宮いいじゃん』

◎「大宮小学校・6年生の
お店」が出店です！
　6年生は9月にお手伝いをし
ました。そして11月は本番です。
楽しいお店づくりを進めています。
どんな品物が並ぶでしょうか？
・SDGs2の取り組みについての
発表も準備中です。

◎「富士宮市民踊会」
「曽我節」をご披露いただきます。
「鎌倉殿の13人」にちなみ数曲
踊ります。　
さくらステージ11時

75

宮沢賢治　作
岩波少年文庫風の又三郎

　詩情豊かなことばと、擬
態語、擬音語の独特な表
現で、独自の世界を描き出
している宮沢賢治の作品
集。
　表題の「風の又三郎」
は宮沢賢治の代表作。谷
川の小さな学校に、赤毛で
だぶだぶの上着、白い半
ズボン、赤い革靴という男
の子が転校してきた。その
子が何かするときっと風が吹いてくるといって、
地元の子たちはその子を “風の又三郎” と呼ぶ
……。
　雪が凍って大理石より堅くなる冬の日、白ぎつ
ねの紺三郎が人間の子どもと遊ぶ「雪渡り」。他
に「よだかの星」、「セロ弾きのゴーシュ」等全
10 編。 読者より

　先
日
、
コ
ロ
ナ
も
少
し
治
ま
っ
た
機
会
に
東
京
へ

久
し
ぶ
り
に
打
ち
合
わ
せ
を
兼
ね
て
行
っ
て
き
ま

し
た
。
打
ち
合
わ
せ
の
あ
と
、
学
生
時
代
に
友
人

達
と
よ
く
呑
み
、
よ
く
食
べ
、
よ
く
騒
い
だ
新
宿
、

渋
谷
へ
も
足
を
の
ば
し
て
き
ま
し
た
。
か
つ
て
は
街

の
隅
々
ま
で
知
っ
て
い
る
つ
も
り
で
し
た
が
、
街
の

変
貌
ぶ
り
に
は
面
く
ら
い
、
す
っ
か
り
「
お
の
ぼ
り

さ
ん
」
状
態
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
安
酒
を
呑

ん
だ
新
宿
駅
西
口
の
ガ
ー
ド
下
の
飲
食
街
も
整
理

さ
れ
て
洒
落
た
商
店
街
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
渋

谷
で
は
そ
の
名
も
懐
か
し
い
恋
文
横
丁
も
消
え

去
っ
て
い
ま
し
た
。
忠
犬
ハ
チ
公
の
銅
像
は
残
っ
て

い
ま
し
た
が
、
渋
谷
駅
周
辺
の
再
開
発
計
画
が
進

行
し
て
い
て
銅
像
も
撤
去
の
動
き
が
あ
っ
た
そ
う

で
す
が
な
ん
と
か
別
の
場
所
へ
移
転
し
て
残
り
そ

う
だ
と
の
こ
と
で
し
た
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
街
の
よ
う

な
古
き
も
の
へ
の
郷
愁
を
感
じ
る
も
の
が
ど
ん
ど

ん
無
く
な
っ
て
い
く
こ
と
は
実
に
寂
し
い
も
の
だ

と
実
感
し
ま
し
た
。
町
名
も
古
い
歴
史
の
あ
る
名

前
か
ら
新
し
い
町
名
に
変
更
さ
れ
た
所
も
あ
り
味

気
な
い
思
い
が
し
ま
し
た
。
変
化
に
つ
い
て
い
け
な

い
じ
れ
っ
た
さ
と
思
い
出
が
破
壊
さ
れ
る
よ
う
な

無
念
さ
を
し
み
じ
み
と
感
じ
た
ミ
ニ
旅
行
で
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
、
街
も
世
の
中
も
変
貌
し
て
行
く
の

で
し
ょ
う
が
、
長
い
歴
史
と
伝
統
の
あ
る
文
化
や

風
習
は
残
し
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。（

エ
ス
・
エ
ス
）

久しぶりのミニ旅行？

2023年
令和5年

1,500
Yahoo!
ショッピング
サイト内で、
販売中！！ 

A2
サイズ

あ
あ
、
ノ
ー
ベ
ル
賞

（
杉
の
木
）

　今
年
も
ノ
ー
ベ
ル
賞
が
決
ま
り
ま
し
た
。
平
和
賞
は
紛

争
当
事
国
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
、
ロ
シ
ア
、
ベ
ラ
ル
ー
シ
の
人
権

団
体
と
人
権
活
動
家
が
受
賞
。
強
権
体
制
下
で
の
恐
怖

と
戦
い
な
が
ら
の
活
動
は
ま
さ
に
平
和
賞
に
値
す
る
も
の

で
す
ね
。
化
学
賞
は
さ
ま
ざ
ま
な
分
子
の
結
合
を
効
率

的
に
行
う
「
ク
リ
ッ
ク
ケ
ミ
ス
ト
リ
」
と
い
う
手
法
を
開

発
し
た
米
欧
の
3
人
の
化
学
者
が
受
賞
。
私
と
し
て
は

コ
ロ
ナ
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
の
救
世
主
と
も
い
え
る
ハ
ン
ガ
リ
ー
の

化
学
者
カ
リ
コ
ー
・
カ
タ
リ
ン
博
士
を
中
心
と
す
る

m
R
N
A
ワ
ク
チ
ン
の
開
発
者
に
受
賞
し
て
ほ
し
か
っ
た

と
思
っ
て
い
ま
す
が
。文
学
賞
は
フ
ラ
ン
ス
の
作
家
ア
ニ
ー
・

エ
ル
ノ
ー
さ
ん
が
受
賞
。
村
上
春
樹
フ
ァ
ン
の
ハ
ル
キ
ス
ト

達
は
今
年
も
残
念
会
を
し
て
い
る
の
で
は
。
ノ
ー
ベ
ル
文

学
賞
の
受
賞
基
準
は
「
文
学
の
分
野
に
お
い
て
理
念
を

も
っ
て
創
作
し
最
も
傑
出
し
た
作
品
を
創
作
し
た
作
家

の
創
作
活
動
全
体
に
対
し
て
与
え
ら
れ
も
の
で
あ
っ
て
ひ

と
つ
の
作
品
に
与
え
ら
れ
も
の
で
は
な
い
」
と
か
。
文
学

賞
は
他
の
賞
と
異
な
り
評
価
に
は
主
観
も
左
右
し
や
す

く
選
考
側
も
大
変
で
し
ょ
う
ね
。

　世
界
に
は
い
ろ
い
ろ
な
分
野
で
地
道
に
活
躍
し
て
い
る

人
達
が
大
勢
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。
願
わ
く
ば
、
あ
ま

ね
く
広
く
光
が
あ
た
っ
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。
ノ
ー
ベ
ル
賞

と
は
全
く
縁
の
な
い
私
で
す
が
つ
い
独
り
言
を
書
い
て
し

ま
い
ま
し
た
。
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